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１ 大気汚染防止法の改正（令和２年６月）について

令和２年６月に大気汚染防止法

（以下、「大防法」という。）が改正

大防法に基づく
アスベスト規制が強化
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解体等工事に係る規制の概要

環境省HPから引用

＜凡例＞
赤枠：令和２年６月改正後
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大気汚染防止法の改正事項と施行日

環境省HPから引用



２ 事前調査の方法について
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事前調査の概念図
建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び
石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル（p.87）

（大防法第18条の15第１項）

解体等工事の元請業者は、当該解体等工
事が特定工事に該当するか否かについて、
設計図書その他の書面による調査、特定建
築材料の有無の目視による調査その他の
環境省令で定める方法による調査を行うと
ともに、環境省令で定めるところにより、当
該解体等工事の発注者に対し、次に掲げる
事項について、これらの事項を記載した書
面を交付して説明しなければならない。



２ 事前調査の方法について
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○書面調査
・設計図書等により、解体等工事に係る建築物等の設置の工事に着手した日、使用されている建築材料の種類を確認。
・使用されている建築材料のうち石綿が使用されている可能性があるものについて、石綿（アスベスト） 含有建材データ
ベース（https://www.asbestos-database.jp/）等を使用して石綿の含有の有無を確認。
※ただし、石綿（アスベスト）含有建材データベースに記載がないことをもって石綿含有無しと判断してはならない。

○現地での目視調査

・解体等工事に係る建築物等において設計図書と異なる点がないか、現地で建築材料に印字されている製
品名や製品番号等を網羅的に確認し、特定建築材料に該当する可能性のある建築材料を特定する。
・書面調査及び現地での目視調査で石綿含有の有無が把握できず、分析調査を行う場合は、現地で当該建
材を採取する。

※詳細は、建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル付録Ｉ「事前調査の方
法」を参照してください。



２ 事前調査の方法について
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【令和2年11月30日施行通知】

• 除去等を行う材料が、木材、金属、石、ガラス等の石綿が含まれていないこと

が明らかなのものであって、当該材料の除去等を行うときに周囲の材料を損
傷させるおそれがない作業等は、解体等工事に該当しないため、事前調査も
不要。

• 解体等工事が平成18年9月1日以後に設置の工事に着手した建築物等を解
体し、改造し、又は補修する作業を伴う建設工事に該当することが設計図書
等の書面により明らかである場合は、特定建築材料の有無の目視による調
査は不要。



２ 事前調査の方法について
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石綿含有有無の判断の流れ（参考例）

建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュア
ル（付録I-14）



３ 事前調査結果の報告について

事前調査結果の報告が必要な工事
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報告の対象（大防法規則第16条の11第１項）



３ 事前調査結果の報告について

都道府県等が事前調査が適切に行われたか判断できるよう、事
前調査の方法及び結果のほか、建築物等の構造、使用されて
いる建築材料の種類など。
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報告の内容（大防法規則第16条の11第２項）



３ 事前調査結果の報告について

「石綿事前調査結果報告システム」
https://www.ishiwata-houkoku.mhlw.go.jp/

①電子による申請
②保存済み情報からコピー申請可能
③複数工事の一括申請
④現場掲示資料の作成
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３ 事前調査結果の報告について

事前調査結果は、電子システム（Gビズ）により報告
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３ 事前調査結果の報告について

石綿事前調査結果報告システムの利用には、

事前に以下の作業が必要

１ 電子機器の準備 ２ 「GビズID」の取得
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３ 事前調査結果の報告について

２ 「GビズID」の取得

GビズIDとは？
法人・個人事業者向け共通認証
システム
※デジタル庁HPから抜粋

デジタル庁 gBizID画面トップ
「https://gbiz-id.go.jp/top/」
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３ 事前調査結果の報告について

２ 「GビズID」の取得

対象 発効まで
の期間

書類審査 一括
申請

メンバー登録

プライム 会社代表者
個人事業主

約１～
２週間

必要 可能 支店等の管理
が可能

エントリー 事業をして
いる方

約30～
60分

不要 不可 支店等の管理
不可
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３ 事前調査結果の報告について

システム利用方法の解説動画を掲載

環境省HP （石綿）事前調査結果の報告について
http://www.env.go.jp/air/asbestos/post_87.html
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４ 建築物石綿含有建材調査者について

調査を適切に行うために必要な知識を有する者による事前調査の
義務化（令和５年１０月１日～）
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４ 建築物石綿含有建材調査者について

右記の機関にて講習実施

※講習実施状況等は、石綿ポー
タルサイト（厚生労働省）や講習登
録機関のウェブサイトを参考にし
てください。
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石綿ポータルサイト（https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/）より

https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/


５ その他
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環境省ホームページから、Gビズに入力したデータを
活用して、以下の様式を作成することができます。
※参考様式であるため、大防法で定める項目の記載があれば独自様式でも構いません

https://www.env.go.jp/air/asbestos/post_87.html
https://www.env.go.jp/content/000066308.xlsm

（様式）
・解体等工事に係る事前調査説明書

・建築物等の解体等の作業に関するお知らせ

・特定粉じん排出等作業完了報告書



５ その他

建設系廃棄物適正処理セミナー 20

解体等工事を行う現場市町 届出窓口 解体等工事を行う現場市町 届出窓口

桑名市、いなべ市
木曽岬町、東員町

桑名地域防災総合
事務所環境室

松阪市、多気町
明和町、大台町

松阪地域防災総合
事務所環境室

菰野町、朝日町
川越町

四日市地域防災総合
事務所環境室

伊賀市、名張市
伊賀地域防災総合
事務所環境室

四日市市
（R4.4.1～市内の作業
全て市が窓口に）

四日市市
環境部環境政策課

伊勢市、鳥羽市、志摩市
玉城町、度会町、大紀町

南伊勢町

南勢志摩地域活性化局
環境室

鈴鹿市、亀山市
鈴鹿地域防災総合
事務所環境室

尾鷲市、紀北町
紀北地域活性化局

環境室

津市
津地域防災総合
事務所環境室

熊野市、御浜町
紀宝町

紀南地域活性化局
環境室



ありがとうございました。
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